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(54)【発明の名称】 液晶表示装置の駆動方法および駆動装置

(57)【要約】
【課題】  液晶パネルが大型化して負荷が大きくなって
も液晶パネルを低消費電流で駆動できるドライバＩＣを
提供する。
【解決手段】  出力端子Ｓ１～Ｓ３８４をコモン電圧Ｖ
comに接続後からＤ／Ａコンバータ２１０が次の切替わ
る極性で次の階調電圧ＶＰｘ，ＶＮｘを選択するまでの
期間、一旦、Ｄ／Ａコンバータ２１０への入力を、液晶
パネルを所望の階調表示するために水平ドライバＩＣの
外部からシリアルに供給されて内部の図示しない回路で
パラレルに変換された８ビットのデジタルデータ信号か
ら、８ビットの固定のデジタルデータ信号Ｄ１～Ｄ８＝
ａｌｌ“１”に切替えることにより、その期間、演算増
幅器２２０への入力として、階調電圧ＶＰｘから階調電
圧ＶＮ２５６に、または、階調電圧ＶＮｘから階調電圧
ＶＰ２５６にしているので、演算増幅器２２０に含まれ
る差動増幅段に流れるその期間の電流を減らせ、消費電
流を低減することができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】駆動すべき液晶パネルのデータ線の駆動電
圧として、ｎビットのデジタルデータ信号に基づいて、
コモン電圧に対して正極性および負極性の２のｎ乗階調
の階調電圧のうちの１つの階調電圧をＤ／Ａコンバータ
で選択し、立ち上がり波形と立ち下がり波形の両方を出
力するボルテージホロワ接続の演算増幅器で駆動能力を
上げて出力端子から出力し、この出力の極性が所定期間
ごとに切替わる際、前記出力端子を一旦、コモン電圧に
接続する液晶表示装置の駆動方法であって、
前記出力端子をコモン電圧に接続後から前記Ｄ／Ａコン
バータが次の切替わる極性で次の階調電圧を選択するま
での期間、前記演算増幅器の入力を演算増幅器に流れる
電流が最小となる次の切替わる極性での階調電圧とした
ことを特徴とする液晶表示装置の駆動方法。
【請求項２】前記演算増幅器に流れる電流が最小となる
階調電圧が、コモン電圧に対して最大の電位差となる階
調電圧であることを特徴とする請求項１記載の液晶表示
装置の駆動方法。
【請求項３】前記演算増幅器に流れる電流が最小となる
階調電圧が、前記Ｄ／Ａコンバータから出力されること
を特徴とする請求項２記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項４】前記出力端子をコモン電圧に接続後から前
記Ｄ／Ａコンバータが次の階調電圧を選択するまでの期
間、前記Ｄ／Ａコンバータに入力されるデジタルデータ
信号のｎビットが全て同一レベルであることを特徴とす
る請求項３記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項５】ｎビットのデジタルデータ信号に基づい
て、コモン電圧に対して正極性および負極性の２のｎ乗
階調の階調電圧のうちの１つの階調電圧を選択するＤ／
Ａコンバータと、この選択された階調電圧を駆動能力を
上げて出力する立ち上がり波形と立ち下がり波形の両方
を出力するボルテージホロワ接続の演算増幅器と、この
演算増幅器の出力を駆動すべき液晶パネルのデータ線に
出力する出力端子とを具備し、この出力端子からの出力
の極性が所定期間ごとに切替わる際、前記出力端子を一
旦、コモン電圧に接続する液晶表示装置の駆動装置であ
って、
前記出力端子をコモン電圧に接続後から前記Ｄ／Ａコン
バータが次の切替わる極性で次の階調電圧を選択するま
での期間、前記演算増幅器の入力を演算増幅器に流れる
電流が最小となる次の切替わる極性での階調電圧とした
ことを特徴とする液晶表示装置の駆動装置。
【請求項６】前記演算増幅器に流れる電流が最小となる
階調電圧が、コモン電圧に対して最大の電位差となる階
調電圧であることを特徴とする請求項５記載の液晶表示
装置の駆動装置。
【請求項７】前記演算増幅器に流れる電流が最小となる
階調電圧が、前記Ｄ／Ａコンバータから出力されること
を特徴とする請求項６記載の液晶表示装置の駆動装置。
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【請求項８】前記出力端子をコモン電圧に接続後から前
記Ｄ／Ａコンバータが次の階調電圧を選択するまでの期
間、前記Ｄ／Ａコンバータに入力されるデジタルデータ
信号のｎビットが全て同一レベルであることを特徴とす
る請求項７記載の液晶表示装置の駆動装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、アクティブマトリ
クス方式の液晶表示装置の駆動方法および駆動装置に関
し、特に液晶表示装置を低消費電力で駆動するのに好適
な駆動方法および駆動装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】アクティブマトリクス方式の液晶表示装
置は、液晶パネルとして、画素を構成する画素電極およ
びスイッチング素子、例えばＴＦＴ（薄膜トランジス
タ）がマトリックス状に形成されたリア側のガラス基板
と、コモン電極およびカラーフィルタが形成されたフロ
ント側のガラス基板とが液晶を介して互いに対向配置さ
れ、ＴＦＴと画素電極に、水平方向に延在し垂直方向に
並設される走査線と、垂直方向に延在し水平方向に並設
されるデータ線が接続されて構成されている。液晶パネ
ルには走査線に垂直ドライバＩＣが、および、データ線
に水平ドライバＩＣが接続され、垂直ドライバＩＣから
各走査線に線順次に走査信号が供給されることにより、
走査信号が供給された走査線に接続されている各ＴＦＴ
がオンし、水平ドライバＩＣから各データ線に同時に供
給された駆動電圧がこのオンしたＴＦＴを介して対応す
る画素電極に供給され、コモン電極に供給される電圧
（以下、コモン電圧Ｖcomという）とで液晶を駆動す
る。
【０００３】各画素電極に供給される駆動電圧は、液晶
固有の特性からコモン電圧に対して正電圧と負電圧を交
互に供給しなければならず、例えば、２５６階調表示の
場合、正電圧として正極性階調電圧ＶＰ１～ＶＰ２５６
（Ｖcom＜ＶＰ１＜ＶＰ２５６＞のうちのひとつの階調
電圧ＶＰｘと負電圧として負極性階調電圧ＶＮ１～ＶＮ
２５６（Ｖcom＞ＶＮ１＞ＶＮ２５６）のうちのひとつ
の階調電圧ＶＮｘとが交互に供給される。この正電圧と
負電圧を交互に供給する駆動方式としては、１画面（フ
レーム）ごとに切り換えるフレーム反転駆動や、１走査
線（１水平ライン）ごとに切り換えるライン反転駆動
や、１画素電極単位で切り換えるドット反転駆動等の交
流駆動方式が提案されており、ライン反転駆動やドット
反転駆動の場合では、１水平ラインを走査するごとに、
フレーム反転駆動の場合では、１フレームを走査するご
とに、液晶パネルの駆動電圧として、データ線に正電圧
と負電圧を交互に供給するため、駆動電圧の波形は負電
圧から正電圧の立ち上がり波形と正電圧から負電圧の立
ち下がり波形となる。この立ち上がり波形および立ち下
がり波形は、液晶パネルが大型化して各データ線の負荷
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が大きくなるに従い、図６に立ち上がり波形の例を示
し、立ち下がり波形の例は図示しないが、緩やかな傾き
となり、所望の駆動電圧になるための立ち上がりおよび
立ち下がり時間が長くなり、消費電流の増加や液晶パネ
ルへの書き込みが正常に行なわれないという不具合が起
こる虞がある。この問題を解決するために、データ線に
正電圧と負電圧を交互に供給するとき、一旦、データ線
をコモン電圧の電位にしてから正電圧と負電圧の供給を
切り換える提案が、例えば、特開平１１－３０９７５号
公報、特開平１１－２７２２３７号公報等で開示されて
いる。
【０００４】以下に、上記提案の一実施例を図３および
図４を参照して説明する。図３において、１００は、水
平ドライバＩＣで、液晶パネルのデータ線３８４本分を
ドット反転駆動し、２５６階調表示する能力を有するも
のとして説明する。水平ドライバＩＣ１００は、各デー
タ線に駆動電圧を出力する３８４個の出力端子Ｓ１～Ｓ
３８４と、各データ線に対応して階調電圧ＶＰｘ，ＶＮ
ｘを交互に供給するＤ／Ａコンバータ１１０と、Ｄ／Ａ
コンバータ１１０からの階調電圧ＶＰｘ，ＶＮｘを駆動
能力を上げて各データ線に駆動電圧として交互に出力す
る３８４個の立ち上がりおよび立ち下がり用の両方を兼
ねた１アンプ方式のボルテージフォロア接続の演算増幅
器１２０と、各演算増幅器１２０の出力をデータ線から
切り離しコモン電圧Ｖcomに接続させる３８４個のＡス
イッチ１３０およびＢスイッチ１４０とを有している。
Ｄ／Ａコンバータ１１０から各演算増幅器１２０には、
水平ドライバＩＣの外部からシリアルに供給され、内部
の図示しない回路から各データ線に対応してパラレルに
供給される８ビットのデジタルデータ信号Ｄ１～Ｄ８に
基づいて、外部から供給されるγ補正電源電圧Ｖ１～Ｖ
１０により生成される２５６階調の階調電圧ＶＰ１～Ｖ
Ｐ２５６，ＶＮ１～ＶＮ２５６のうちのひとつの階調電
圧ＶＰｘ，ＶＮｘが、１水平ラインごとに２ｎ－１（奇
数）番目（ｎ＝１～１９２）のデータ線と２ｎ（偶数）
番目のデータ線とで階調電圧ＶＰｘと階調電圧ＶＮｘと
を交互に選択されて供給される。スイッチ１３０および
１４０は、例えば、ＭＯＳトランジスタからなるトラン
スファゲートで構成されている。
【０００５】上記構成の水平ドライバＩＣ１００の動作
を図４を併用して説明する。水平ドライバＩＣ１００に
は外部から、８ビットのデジタルデータ信号Ｄ１～Ｄ
８、ゲートイネーブル信号ＯＥ、ラッチ信号ＳＴＢ、γ
補正電源電圧Ｖ１～Ｖ１０が供給される。図示しない垂
直ドライバＩＣに、図４（ｂ）に示すように、ゲートイ
ネーブル信号ＯＥが供給されると、この垂直ドライバＩ
Ｃからゲートイネーブル信号ＯＥの立ち下がりと立ち上
がりに同期して、図４（ａ）に示すように、ある走査線
に走査信号Ｇmのパルスが供給され、次の走査線にブラ
ンキング期間の後に走査信号Ｇm+1のパルスが供給され
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る。
【０００６】ゲートイネーブル信号ＯＥが“Ｈ” レベ
ルから“Ｌ” レベル（ある走査信号Ｇmが“Ｈ”レベ
ル）になると、走査信号Ｇmが“Ｈ”レベルの期間（ゲ
ートイネーブル信号ＯＥが“Ｌ” レベルの期間）にお
いて、図４（ｂ）に示すように、ラッチ信号ＳＴＢが
“Ｈ”レベルになると、ラッチ信号ＳＴＢの立ち上がり
エッジで、内部の図示しない回路でパラレルに変換され
た８ビットのデジタルデータ信号が各データ線に対応し
てＤ／Ａコンバータ１１０に供給され、Ｄ／Ａコンバー
タ１１０から、２ｎ－１番目のデータ線に対応する演算
増幅器１２０に２５６階調の階調電圧ＶＰ１～ＶＰ２５
６のうちのひとつの階調電圧ＶＰｘが選択されて供給さ
れ、この演算増幅器１２０から、図４（ｄ）に示すよう
に、出力Ａ2n-1として出力されるとともに、２ｎ番目の
データ線に対応する演算増幅器１２０に２５６階調の階
調電圧ＶＮ１～ＶＮ２５６のうちのひとつの階調電圧Ｖ
Ｎｘが選択されて供給され、この演算増幅器１２０か
ら、図示しないが、出力Ａ2nとして出力される。ラッチ
信号ＳＴＢが“Ｌ”レベルになると、ラッチ信号ＳＴＢ
の立ち下がりエッジで、図４（ｃ）に示すように、Ａス
イッチ１３０がオン状態、およびＢスイッチ１４０がオ
フ状態になり、図４（ｅ）に示すように、出力端子Ｓ2n
-1に選択された階調電圧ＶＰｘが出力され、図示しない
が、出力端子Ｓ2nに選択された階調電圧ＶＮｘが出力さ
れる。
【０００７】ゲートイネーブル信号ＯＥが“Ｈ” レベ
ル（走査信号Ｇmが“Ｌ”レベル）になると、ゲートイ
ネーブル信号ＯＥの立ち上がりエッジで、図４（ｃ）に
示すように、Ａスイッチ１３０がオフ状態、およびＢス
イッチ１４０がオン状態になり、図４（ｅ）に示すよう
に、出力端子Ｓ2n-1にコモン電圧Ｖcomが出力され、図
示しないが、出力端子Ｓ2nにもコモン電圧Ｖcomが出力
される。
【０００８】次にゲートイネーブル信号ＯＥが“Ｌ” 
レベル（次の走査信号Ｇm+1が“Ｈ”レベル）になる
と、走査信号Ｇm+1が“Ｈ”レベルの期間（ゲートイネ
ーブル信号ＯＥが“Ｌ” レベルの期間）において、図
４（ｂ）に示すように、ラッチ信号ＳＴＢが“Ｈ”レベ
ルになると、ラッチ信号ＳＴＢの立ち上がりエッジで、
内部の図示しない回路でパラレルに変換された８ビット
のデジタルデータ信号が各データ線に対応してＤ／Ａコ
ンバータ１１０に供給され、Ｄ／Ａコンバータ１１０か
ら、２ｎ－１番目のデータ線に対応する演算増幅器１２
０に２５６階調の階調電圧ＶＮ１～ＶＮ２５６のうちの
ひとつの階調電圧ＶＮｘが選択されて供給され、この演
算増幅器１２０から、図４（ｄ）に示すように、出力Ａ
2n-1として出力されるとともに、２ｎ番目のデータ線に
対応する演算増幅器１２０に２５６階調の階調電圧ＶＰ
１～ＶＰ２５６のうちのひとつの階調電圧ＶＰｘが選択
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されて供給され、この演算増幅器１２０から、図示しな
いが、出力Ａ2nとして出力される。ラッチ信号ＳＴＢが
“Ｌ”レベルになると、ラッチ信号ＳＴＢの立ち下がり
エッジで、図４（ｃ）に示すように、Ａスイッチ１３０
がオン状態、およびＢスイッチ１４０がオフ状態にな
り、図４（ｅ）に示すように、出力端子Ｓ2n-1に選択さ
れた階調電圧ＶＮｘが出力され、図示しないが、出力端
子Ｓ2nに選択された階調電圧ＶＰｘが出力される。
【０００９】ゲートイネーブル信号ＯＥが“Ｈ” レベ
ル（走査信号Ｇm+1が“Ｌ”レベル）になると、ゲート
イネーブル信号ＯＥの立ち上がりエッジで、図４（ｃ）
に示すように、Ａスイッチ１３０がオフ状態、およびＢ
スイッチ１４０がオン状態になり、図４（ｅ）に示すよ
うに、出力端子Ｓ2n-1にコモン電圧Ｖcomが出力され、
図示しないが、出力端子Ｓ2nにもコモン電圧Ｖcomが出
力される。以上のように、各データ線への駆動電圧とし
ての階調電圧ＶＰｘ，ＶＮｘの切替えを直にやるのでは
なく、一旦、コモン電圧の電位にしてから切替えている
ので、図４（ｆ）に示すように、切替え時の消費電流を
低減することができる。
【００１０】
【発明が解決しようとする課題】ところで、出力端子が
コモン電圧Ｖcomの電位である期間（出力端子から階調
電圧ＶＰｘ，ＶＮｘを出力していない期間）において
も、図４（ｄ）に示すように、演算増幅器１２０は、選
択された階調電圧ＶＰｘ，ＶＮｘを出力し続けており、
このときも、演算増幅器は電流を消費している。液晶パ
ネルが大型化してデータ線の本数が増加するに従い、こ
れに対応して演算増幅器の数も増加し、この消費電流も
無視できなくなってくる。従って、本発明は上記の問題
点を解決するためになされたもので、演算増幅器に含ま
れる差動増幅段に流れる電流が、階調電圧値により一定
ではないことに目をつけ、上記の期間、この差動増幅段
に流れる電流値が少なくてすむ階調電圧値を入力するよ
うにして、消費電流を減少させた液晶表示装置の駆動方
法および駆動装置を提供することを目的とする。
【００１１】
【課題を解決するための手段】（１）本発明に係わる液
晶表示装置の駆動方法は、駆動すべき液晶パネルのデー
タ線の駆動電圧として、ｎビットのデジタルデータ信号
に基づいて、コモン電圧に対して正極性および負極性の
２のｎ乗階調の階調電圧のうちの１つの階調電圧をＤ／
Ａコンバータで選択し、立ち上がり波形と立ち下がり波
形の両方を出力するボルテージホロワ接続の演算増幅器
で駆動能力を上げて出力端子から出力し、この出力の極
性が所定期間ごとに切替わる際、前記出力端子を一旦、
コモン電圧に接続する液晶表示装置の駆動方法であっ
て、前記出力端子をコモン電圧に接続後から前記Ｄ／Ａ
コンバータが次の切替わる極性で次の階調電圧を選択す
るまでの期間、前記演算増幅器の入力を演算増幅器に流
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れる電流が最小となる次の切替わる極性での階調電圧と
したことを特徴とする。
（２）本発明に係わる液晶表示装置の駆動方法は上記
（１）項において、前記演算増幅器に流れる電流が最小
となる階調電圧が、コモン電圧に対して最大の電位差と
なる階調電圧であることを特徴とする。
（３）本発明に係わる液晶表示装置の駆動方法は上記
（２）項において、前記演算増幅器に流れる電流が最小
となる階調電圧が、前記Ｄ／Ａコンバータから出力され
ることを特徴とする。
（４）本発明に係わる液晶表示装置の駆動方法は上記
（３）項において、前記出力端子をコモン電圧に接続後
から前記Ｄ／Ａコンバータが次の階調電圧を選択するま
での期間、前記Ｄ／Ａコンバータに入力されるデジタル
データ信号のｎビットが全て同一レベルであることを特
徴とする。
（５）本発明に係わる液晶表示装置の駆動装置は、ｎビ
ットのデジタルデータ信号に基づいて、コモン電圧に対
して正極性および負極性の２のｎ乗階調の階調電圧のう
ちの１つの階調電圧を選択するＤ／Ａコンバータと、こ
の選択された階調電圧を駆動能力を上げて出力する立ち
上がり波形と立ち下がり波形の両方を出力するボルテー
ジホロワ接続の演算増幅器と、この演算増幅器の出力を
駆動すべき液晶パネルのデータ線に出力する出力端子と
を具備し、この出力端子からの出力の極性が所定期間ご
とに切替わる際、前記出力端子を一旦、コモン電圧に接
続する液晶表示装置の駆動装置であって、前記出力端子
をコモン電圧に接続後から前記Ｄ／Ａコンバータが次の
切替わる極性で次の階調電圧を選択するまでの期間、前
記演算増幅器の入力を演算増幅器に流れる電流が最小と
なる次の切替わる極性での階調電圧としたことを特徴と
する。
（６）本発明に係わる液晶表示装置の駆動装置は上記
（５）項において、前記演算増幅器に流れる電流が最小
となる階調電圧が、コモン電圧に対して最大の電位差と
なる階調電圧であることを特徴とする。
（７）本発明に係わる液晶表示装置の駆動装置は上記
（６）項において、前記演算増幅器に流れる電流が最小
となる階調電圧が、前記Ｄ／Ａコンバータから出力され
ることを特徴とする。
（８）本発明に係わる液晶表示装置の駆動装置は上記
（７）項において、前記出力端子をコモン電圧に接続後
から前記Ｄ／Ａコンバータが次の階調電圧を選択するま
での期間、前記Ｄ／Ａコンバータに入力されるデジタル
データ信号のｎビットが全て同一レベルであることを特
徴とする。
【００１２】
【発明の実施の形態】以下に、本発明に基づき、一実施
例を図１および図２を参照して説明する。図１におい
て、２００は、水平ドライバＩＣで、液晶パネルのデー
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7
タ線３８４本分をドット反転駆動し、２５６階調表示す
る能力を有するものとして説明する。水平ドライバＩＣ
２００は、各データ線に駆動電圧を出力する３８４個の
出力端子Ｓ１～Ｓ３８４と、各データ線に対応して階調
電圧ＶＰｘ，ＶＮｘを交互に供給するＤ／Ａコンバータ
２１０と、Ｄ／Ａコンバータ２１０からの階調電圧ＶＰ
ｘ，ＶＮｘを駆動能力を上げて各データ線に駆動電圧と
して交互に出力する３８４個の立ち上がりおよび立ち下
がり用の両方を兼ねた１アンプ方式のボルテージフォロ
ア接続の演算増幅器２２０と、各演算増幅器２２０の出
力をデータ線から切り離しコモン電圧Ｖcomに接続させ
る３８４個のＡスイッチ２３０およびＢスイッチ２４０
と、Ｄ／Ａコンバータ２１０の入力を、液晶パネルを所
望の階調表示するために水平ドライバＩＣの外部からシ
リアルに供給されて内部の図示しない回路から各データ
線に対応してパラレルに供給される８ビットのデジタル
データ信号Ｄ１～Ｄ８と、固定の８ビットのデータ信号
Ｄ１～Ｄ８＝ａｌｌ“１”とで切替える３８４個のＣス
イッチ２５０およびＤスイッチ２６０とを有している。
Ｄ／Ａコンバータ２１０から各演算増幅器２２０には、
Ｃスイッチ２５０がオン制御およびＤスイッチ２６０が
オフ制御のとき、水平ドライバＩＣの内部の図示しない
回路から各データ線に対応してパラレルに供給される８
ビットのデジタルデータ信号Ｄ１～Ｄ８に基づいて、外
部から供給されるγ補正電源電圧Ｖ１～Ｖ１０により生
成される２５６階調の階調電圧ＶＰ１～ＶＰ２５６，Ｖ
Ｎ１～ＶＮ２５６のうちのひとつの階調電圧ＶＰｘ，Ｖ
Ｎｘが、１水平ラインごとに２ｎ－１番目のデータ線と
２ｎ番目のデータ線とで、階調電圧ＶＰｘと階調電圧Ｖ
Ｎｘとを交互に選択され、および、Ｃスイッチ２５０が
オフ制御およびＤスイッチ２６０がオン制御のとき、水
平ドライバＩＣの内部の図示しない回路からパラレルに
供給される８ビットの固定のデジタルデータ信号Ｄ１～
Ｄ８＝ａｌｌ“１”に基づいて、階調電圧ＶＰ２５６，
ＶＮ２５６が、１水平ラインごとに２ｎ－１番目のデー
タ線と２ｎ番目のデータ線とで、階調電圧ＶＰ２５６と
階調電圧ＶＮ２５６とを交互に選択されて供給される。
演算増幅器２２０は、階調電圧ＶＰｘ，ＶＮｘを交互に
出力するために、立ち上がりおよび立ち下がり用の両方
を兼ねた１アンプ方式であり、内部に、立ち上がり用の
差動増幅段と立ち下がり用の差動増幅段を含み、定常状
態では、階調電圧ＶＰ２５６が入力されているとき立ち
下がり用の差動増幅段に流れる電流が最小となり、階調
電圧ＶＮ２５６が入力されているとき立ち上がり用の差
動増幅段に流れる電流が最小となるため、図５に示すよ
うに、演算増幅器２２０全体では、正極性階調電圧とし
てはＶＰ２５６が、および負極性階調電圧としてはＶＮ
２５６が入力されているとき、演算増幅器２２０に流れ
る電流は最小となる。スイッチ２３０，２４０，２５０
および２６０は、例えば、ＭＯＳトランジスタからなる
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トランスファゲートで構成されている。
【００１３】上記構成の水平ドライバＩＣ２００の動作
を図２を併用して説明する。水平ドライバＩＣ２００に
は外部から、８ビットのデジタルデータ信号Ｄ１～Ｄ
８、ゲートイネーブル信号ＯＥ、ラッチ信号ＳＴＢ、γ
補正電源電圧Ｖ１～Ｖ１０が供給される。図示しない垂
直ドライバＩＣに、図２（ｂ）に示すように、ゲートイ
ネーブル信号ＯＥが供給されると、垂直ドライバＩＣか
らゲートイネーブル信号ＯＥの立ち下がりと立ち上がり
に同期して、図２（ａ）に示すように、ある走査線に走
査信号Ｇmのパルスが供給され、次の走査線にブランキ
ング期間の後に走査信号Ｇm+1のパルスが供給される。
【００１４】ゲートイネーブル信号ＯＥが“Ｈ” レベ
ルから“Ｌ” レベル（ある走査信号Ｇmが“Ｈ”レベ
ル）になると、走査信号Ｇmが“Ｈ”レベルの期間（ゲ
ートイネーブル信号ＯＥが“Ｌ” レベルの期間）にお
いて、図２（ｂ）に示すように、ラッチ信号ＳＴＢが
“Ｈ”レベルになると、ラッチ信号ＳＴＢの立ち上がり
エッジで、図２（ｃ）に示すように、Ｃスイッチ２５０
がオン状態、およびＤスイッチ２６０がオフ状態にな
り、液晶パネルを所望の階調表示するために水平ドライ
バＩＣの外部からシリアルに供給されて内部の図示しな
い回路でパラレルに変換された８ビットのデジタルデー
タ信号が各データ線に対応してＤ／Ａコンバータ２１０
に供給され、Ｄ／Ａコンバータ２１０から、２ｎ－１番
目のデータ線に対応する演算増幅器２２０に２５６階調
の階調電圧ＶＰ１～ＶＰ２５６のうちのひとつの階調電
圧ＶＰｘが選択されて供給され、この演算増幅器２２０
から、図２（ｄ）に示すように、出力Ａ2n-1として出力
されるとともに、２ｎ番目のデータ線に対応する演算増
幅器２２０に２５６階調の階調電圧ＶＮ１～ＶＮ２５６
のうちのひとつの階調電圧ＶＮｘが選択されて供給さ
れ、この演算増幅器２２０から、図示しないが、出力Ａ
2nとして出力される。ラッチ信号ＳＴＢが“Ｌ”レベル
になると、ラッチ信号ＳＴＢの立ち下がりエッジで、図
２（ｃ）に示すように、Ａスイッチ２３０がオン状態、
およびＢスイッチ２４０がオフ状態になり、図２（ｅ）
に示すように、出力端子Ｓ2n-1に選択された階調電圧Ｖ
Ｐｘが出力され、図示しないが、出力端子Ｓ2nに選択さ
れた階調電圧ＶＮｘが出力される
【００１５】ゲートイネーブル信号ＯＥが“Ｈ” レベ
ル（走査信号Ｇmが“Ｌ”レベル）になると、ゲートイ
ネーブル信号ＯＥの立ち上がりエッジで、図２（ｃ）に
示すように、Ａスイッチ２３０とＣスイッチ２５０とが
オフ状態、およびＢスイッチ２４０とＤスイッチ２６０
とがオン状態となり、Ｄ／Ａコンバータ２１０に８ビッ
トの固定のデジタルデータ信号Ｄ１～Ｄ８＝ａｌｌ
“１”が供給されると、図２（ｄ）に示すように、演算
増幅器２２０の出力Ａ2n-1として階調電圧ＶＮ２５６が
出力され、図２（ｅ）に示すように、出力端子Ｓ2n-1に
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9
コモン電圧Ｖcomが出力され、図示しないが、演算増幅
器２２０の出力Ａ2n-1として階調電圧ＶＰ２５６が出力
され、出力端子Ｓ2nにコモン電圧Ｖcomが出力される。
【００１６】次にゲートイネーブル信号ＯＥが“Ｌ” 
レベル（次の走査信号Ｇm+1が“Ｈ”レベル）になる
と、走査信号Ｇm+1が“Ｈ”レベルの期間（ゲートイネ
ーブル信号ＯＥが“Ｌ” レベルの期間）において、図
２（ｂ）に示すように、ラッチ信号ＳＴＢが“Ｈ”レベ
ルになると、ラッチ信号ＳＴＢの立ち上がりエッジで、
図２（ｃ）に示すように、Ｃスイッチ２５０がオン状
態、およびＤスイッチ２６０がオフ状態になり、液晶パ
ネルを所望の階調表示するために水平ドライバＩＣの外
部からシリアルに供給されて内部の図示しない回路でパ
ラレルに変換された８ビットのデジタルデータ信号が各
データ線に対応してＤ／Ａコンバータ２１０に供給さ
れ、Ｄ／Ａコンバータ２１０から、２ｎ－１番目のデー
タ線に対応する演算増幅器２２０に２５６階調の階調電
圧ＶＮ１～ＶＮ２５６のうちのひとつの階調電圧ＶＮｘ
が選択されて供給され、この演算増幅器２２０から、図
２（ｄ）に示すように、出力Ａ2n-1として出力されると
ともに、２ｎ番目のデータ線に対応する演算増幅器２２
０に２５６階調の階調電圧ＶＰ１～ＶＰ２５６のうちの
ひとつの階調電圧ＶＰｘが選択されて供給され、この演
算増幅器２２０から、図示しないが、出力Ａ2nとして出
力される。ラッチ信号ＳＴＢが“Ｌ”レベルになると、
ラッチ信号ＳＴＢの立ち下がりエッジで、図２（ｃ）に
示すように、Ａスイッチ２３０がオン状態、およびＢス
イッチ２４０がオフ状態になり、図２（ｅ）に示すよう
に、出力端子Ｓ2n-1に選択された階調電圧ＶＮｘが出力
され、図示しないが、出力端子Ｓ2nに選択された階調電
圧ＶＰｘが出力される
【００１７】ゲートイネーブル信号ＯＥが“Ｈ” レベ
ル（走査信号Ｇmが“Ｌ”レベル）になると、ゲートイ
ネーブル信号ＯＥの立ち上がりエッジで、図２（ｃ）に
示すように、Ａスイッチ２３０とＣスイッチ２５０とが
オフ状態、およびＢスイッチ２４０とＤスイッチ２６０
とがオン状態となり、Ｄ／Ａコンバータ２１０に８ビッ
トの固定のデジタルデータ信号Ｄ１～Ｄ８＝ａｌｌ
“１”が供給されると、図２（ｄ）に示すように、演算
増幅器２２０の出力Ａ2n-1として階調電圧ＶＰ２５６が
出力され、図２（ｅ）に示すように、出力端子Ｓ2n-1に
コモン電圧Ｖcomが出力され、図示しないが、演算増幅
器２２０の出力Ａ2n-1として階調電圧ＶＮ２５６が出力
され、出力端子Ｓ2nにコモン電圧Ｖcomが出力される。
【００１８】以上で説明したように、出力端子Ｓ１～Ｓ
３８４をコモン電圧Ｖcomに接続後からＤ／Ａコンバー
タ２１０が次の切替わる極性で次の階調電圧ＶＰｘ，Ｖ
Ｎｘを選択するまでの期間、一旦、Ｄ／Ａコンバータ２
１０への入力を、液晶パネルを所望の階調表示するため
に水平ドライバＩＣの外部からシリアルに供給されて内*
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*部の図示しない回路でパラレルに変換された８ビットの
デジタルデータ信号から、８ビットの固定のデジタルデ
ータ信号Ｄ１～Ｄ８＝ａｌｌ“１”に切替えることによ
り、その期間、演算増幅器２２０への入力として、階調
電圧ＶＰｘから階調電圧ＶＮ２５６に、または、階調電
圧ＶＮｘから階調電圧ＶＰ２５６にしているので、図５
に示すように、演算増幅器２２０は内部回路に流れる電
流値が最小となり、図２（ｆ）に示すように、出力端子
Ｓ１～Ｓ３８４をコモン電圧Ｖcomに接続後からＤ／Ａ
コンバータ２１０が次の切替わる極性で次の階調電圧Ｖ
Ｐｘ，ＶＮｘを選択するまでの期間の演算増幅器２２０
の消費電流を低減することができる。上記実施例では、
演算増幅器２２０の入力の階調電圧ＶＰ２５６，ＶＮ２
５６への切替えは、Ｄ／Ａコンバータ入力を８ビットの
固定のデジタルデータ信号Ｄ１～Ｄ８＝ａｌｌ“１”に
切替えることにより行う構成としており、出力段の高電
圧ではなく、論理処理段の低電圧を用いて切替えでき、
このために大きなレイアウト面積を必要としない。尚、
演算増幅器２２０の入力の階調電圧ＶＰ２５６，ＶＮ２
５６への切替えを演算増幅器２２０の入力の直前に行う
ことも可能である。但し、この場合は、出力段の高電圧
での切替えが必要である。また、上記実施例では、ドッ
ト反転駆動で説明したが、フレーム反転駆動や、ライン
反転駆動にも適用可能である。
【００１９】
【発明の効果】本発明に係わる液晶表示装置の駆動方法
および駆動装置によれば、出力端子をコモン電圧に接続
後からＤ／Ａコンバータが次の切替わる極性で次の階調
電圧を選択するまでの期間、演算増幅器の入力を演算増
幅器に流れる電流が最小となる次の切替わる極性での階
調電圧とすることにより、演算増幅器の消費電流を低減
でき、低消費電流の駆動で液晶パネルの大型化に対応で
きる。また、演算増幅器に流れる電流が最小となる階調
電圧は、コモン電圧に対して最大の電位差となる階調電
圧であり、この階調電圧をＤ／Ａコンバータから出力す
ることにより、出力段の高電圧ではなく、論理処理段の
低電圧を用いて切替えでき、このために大きなレイアウ
ト面積を必要とせず、素子面積が大きくしないで済む。
また、この階調電圧を出力するためにＤ／Ａコンバータ
に入力されるデジタルデータ信号のｎビットは、全て同
一レベル、例えば、８ビットの固定のデジタルデータ信
号Ｄ１～Ｄ８＝ａｌｌ“１”とすることにより、この信
号を水平ドライバＩＣの内部回路で簡単に生成できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】  本発明の一実施例である水平ドライバＩＣの
要部回路図。
【図２】  図１の水平ドライバＩＣの動作を説明するた
めのタイムチャート。
【図３】  従来の水平ドライバＩＣの要部回路図。
【図４】  図３の水平ドライバＩＣの動作を説明するた
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めのタイムチャート。
【図５】  図１および図３に使用される演算増幅器の出
力ハイインピーダンス状態での電流値と、供給される階
調電圧値との関係を示す特性図。
【図６】  液晶パネルの負荷の大小による駆動電圧の立
ち上がり波形を示す図。
【符号の説明】 *

12
*２００  水平ドライバＩＣ
２１０  Ｄ／Ａコンバータ
２２０  演算増幅器
２３０  Ａスイッチ
２４０  Ｂスイッチ
２５０  Ｃスイッチ
２６０  Ｄスイッチ

【図１】

【図２】

【図３】

【図５】

【図６】
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